
令和７年度射水市国民健康保険運営協議会 

会　議　録 

 

１　日　　時　　令和８年２月４日（水） 

開議時刻　１５時　　閉議時刻　１６時００分 

 

２　場　　所　　射水市役所本庁舎　３０１会議室 

 

３　出席委員　 １０名 

被保険者代表　　　　　　大木敏治、菊　映子、高嶋泰弘、木倉康子 

医師・薬剤師代表　　　　梅崎　実、深原一晃、稲田雅一 

公益代表　　　　　　　　帶刀　毅、夏野邦昭（会長）、石黒朱美 

 

４　欠席委員　　　　上田　利幸、舟木　雅代 

 

５　当局の出席者 

・　福祉保健部長　　　　杉本　寿 

・　福祉保健部次長　　　菓子真紀子 

・　収納対策課課長　　　串田昌志 

・　保険年金課長　　　　政岡哲彦 

・　保険年金課課長補佐　坂井宣仁 

・　国保・年金係主査　　髙井由紀子 

・　国保・年金係主任　　髙木明康 

 

６　会議日程 

１　開会 

２　会長及び会長職務代理者選出 

３　協議事項 

　⑴　令和７年度・８年度に改正又は改正予定の条例等について 

　４　報告事項 
⑴　国民健康保険事業特別会計令和７年度決算見込及び令和８年度当初予算（案） 

について 
⑵　令和８年度事業費納付金及び標準保険税率の算定結果について 
⑶　令和８年度射水市国民健康保険事業計画（案）について 
⑷　保健事業の実施状況 

　５　閉会 



 

〔会議内容〕 

１　開　  会　　政岡保険年金課長から開会宣言 

２　会長選出　　夏野委員選出 

３　会長挨拶　　夏野会長挨拶 

４　会長職務代理者の指名　帶刀委員選出 

 

５　協議・意見交換（事務局資料説明） 

⑴　令和７年度・８年度に改正又は改正予定の条例等について 
　　　委　員　　意見無し 

 

６　報告・意見交換 

⑴　国民健康保険事業特別会計令和７年度決算見込及び令和８年度当初予算（案） 
について 

⑵　令和８年度事業費納付金及び標準保険税率の算定結果について 
⑶　令和８年度射水市国民健康保険事業計画（案）について 
⑷　保健事業の実施状況 
 
 
委　員　　資料２の 1ページ、第６款第１項の一般会計繰入金について、当初

予算額よりも３５，４９５千円減額となった理由は何か。 

　　　　　　 

事務局　　一般会計繰入金の中には、国、県からの交付金も含まれている。当

初予算時点での交付見込額よりも、交付決定額が少なかったため減額

補正している。 

 

委　員　　資料２の３ページ、令和８年度当初予算の一般会計繰入金も同様の

考え方か。 

　　　　　　 

事務局　　同様であり、国・県から示される交付見込額を参考にしている。過

不足がある場合は補正で対応する。 

 

委　員　　資料２の２ページ下段、財政調整基金はいくら積むのが適正か。 

　　　　　　 

事務局　　国から示されている指標は無い。 

 

委　員　　保険給付費の何パーセントを保有するとか、予算総額の１割を保有



するとか目標額もないのか。 

　　　　　　 

事務局　　繰り返しになるが、国から示されている目標額も無い。 

 

委　員　　令和８年度には診療報酬の改定が予定されているが、当初予算には

反映されているのか。 

　　　　　　　　　　　　 

事務局　　資料２の３ページ、第３款　国民健康保険事業費納付金については、

診療報酬改定が反映されたもので県から納付額が示されている。第２

款　保険給付費については、診療報酬改定を反映されていない。不足

が生じる場合には、例年通り補正で対応する。 

 

委　員　　資料４の５ページに、節目年齢（４０歳、５０歳）を対象に人間ド

ックの助成費用を拡大するとある。人間ドックの項目を教えてほしい。 

　　　　　　 

事務局　　射水市民病院の日帰り人間ドック（男性）の検査項目は、問診、身

体測定、血液検査、尿検査、眼科検査、聴力検査、心電図検査、胸部

Ｘ線撮影、便潜血検査、胃カメラ、腹部超音波検査、肺機能検査、診

察、結果説明、生活指導となっている。 

 

委　員　　それだけの検査項目を１，０００円で受診できるのは、市民への恩

恵が大きいと思う。検査項目の中には血液検査もあるのだから、資料

５に挙げられている保健事業にも結びつける方法を考えてほしい。 

　　　　　№３糖尿病性腎症重症化予防事業（受診勧奨）や、№４糖尿病性腎

症重症化予防事業（保健指導）、№５血糖コントロール不良者への保

健指導事業等のアウトカム評価に繋がるよう進めてもらいたい。 

　　　　　　 

事務局　　各種保険事業事業、受診勧奨を行う際にも、今回の人間ドック助成

費用の拡大を絡めながら進めてまいる。 

 


